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国内産未利用原料を利用した養豚用飼料の検討
研究の概要・特徴
　食品製造副産物や食品残さ，農場残さから養豚用飼料原料として利用可能な素材を探索し，その素材を効率的かつ持続的に供給可能な状態
に調製する手法を考案するとともに，その素材を利用した飼料の給与による肥育豚の増体性や枝肉形質への影響を検討する。
　現在使用されているエコフィード原料の多くは高水分のものが多く，保存性に欠くため，多くはリキットフィーディングの原料として利用
されているが，持続的な供給を図るためには，原料中の水分含量を低下させ，保存性を向上させる必要がある。そこで効率的に乾燥処理を行
うために，原料に対し凍結→解凍→脱水処理を行い，乾燥前に原料から水分含量を低下させる方法を導入した。これにより，原料の乾燥時間
の短縮が図られた。
　また，道産のアスパラガスの切り下，規格外ジャガイモ，廃棄豆腐を上記の方法にて処理，乾燥したものに加え，商品とならない小麦粉を
原料として設計した飼料を給与した肥育豚の成績は市販の配合飼料を給与したブタと同等であった。

   

産業界等へのアピールポイント（用途・応用例等）
国内産未利用原料を使用した養豚用飼料を設計することは，養豚用飼料の安定的な供給につながるとともに，国内産原料を最大限に活用した
豚肉生産も可能となり，今後の我が国の持続的な肉豚生産のためには不可欠であると考える。
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